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年代: 2022年産 (年代記載無/年代判別用ﾗﾍﾞﾙ記載 Lot No. 0122(2022年産 Lot 01)) 
品種 : 60% GRENACHE NOIR, 40% MOURVÈDRE 
タイプ :赤ワイン SO2添加 : 発酵中 2mg/L 度数 : 13.5% 
 
Au Pifは｢ﾗﾝﾀﾞﾑに｣という意味で､ﾜｲﾝが口語で｢le pif｣と呼ばれるように､それら
をもじった言葉遊び｡ 
 
区画: Camp del Petayre 
土壌: 片麻岩(花崗岩質) Latour de France 
畑標高 : 300m 
平均樹齢 : 50-70年 
収穫 : 箱を使い手摘み収穫 
醸造: 18日間ﾏｾﾗｼｵﾝ･ｶﾙﾎﾞﾆｯｸ､圧搾後､ﾌｧｲﾊﾞｰ･ﾀﾝｸ熟成｡6ヶ月間｡春に瓶詰｡ 
年産数 : 1 500本, 日本入荷 : 600本 
味わい : ｶｼｽの香りを含む果実味たっぷりの､ﾌﾚｯｼｭで軽い赤ﾜｲﾝ 
 
o 軽い赤 
o とてもﾌﾙｰﾃｨでﾌﾞﾗｯｸｶﾗﾝﾄのﾉｰﾄ 
o 2019年産は 900本生産,  2020年産は 1400本生産 
 
ﾌﾛｰﾗ "初のｿﾛﾜｲﾝ｡"ﾑｰﾙｳﾞｪﾄﾞﾙ "と "ｸﾞﾙﾅｯｼｭ "の自社畑のﾌﾞﾄﾞｳから造られます｡
Domaine du Possibleや Domaine du Bout du mondeのﾌﾞﾄﾞｳ摘み職人としての仕事と並
行して､ﾌﾛｰﾗは日曜日に友人ｸﾞﾙｰﾌﾟと自分のﾌﾞﾄﾞｳを摘みました｡記念すべきﾌｧｰ
ｽﾄﾘﾘｰｽの 2019年のﾕﾆｰｸなｳﾞｨﾝﾃｰｼﾞは素晴らしいｴﾈﾙｷﾞｰに満ちており､少量な
がらも口にした人々を魅了し､喜ばせることができました｡その後のｳﾞｨﾝﾃｰｼﾞで
も品質は向上し続けﾌｧﾝを獲得しています｡ 
'Au Pif'は､ﾌｧｲﾊﾞｰﾀﾝｸで 18日間ﾏｾﾗｼｵﾝ･ｶﾙﾎﾞﾆｯｸを行い､その後ﾌﾟﾚｽしてﾌｧｲ
ﾊﾞｰﾀﾝｸに戻し熟成させました｡ 
 
大きなﾌﾞﾗｯｸﾍﾞﾘｰのはじけるような味わいに､甘いﾊｰﾌﾞのようなｽﾊﾟｲｽのﾆｭｱﾝ
ｽが感じられます｡果実感が溢れる素敵なﾜｲﾝでたくさんの果実味と口の中のｴ
ﾈﾙｷﾞｰが満ちています｡天然の炭酸ｶﾞｽでぴちぴちとしていて､軽いﾀﾝﾆﾝが心地
よいﾜｲﾝです｡ﾌﾙﾎﾞﾃﾞｨのようなﾜｲﾝの風味を味わうこともできますが､ﾏｾﾗｼｵ
ﾝ･ｶﾙﾎﾞﾆｯｸによってﾜｲﾝがﾌﾚｯｼｭ感に満ちているため､重く乾いた感覚を感じ
ることはありません｡少し冷やして飲むのがﾍﾞｽﾄです｡じっくり煮込んだ牛肉
や野菜のｼﾁｭｰと合わせて下さい｡ただ私たち生産者は､何も食べずに飲むのが
好きです ;) 
 
ﾜｲﾝには少し天然のｶﾞｽが残っていることがありますが､これはﾜｲﾝを酸化から
自然に保護するためのものです｡ 
 
*ﾏｾﾗｼｵﾝ･ｶﾙﾎﾞﾆｯｸ (Maceration Carbonic):ﾌﾞﾄﾞｳをそのままﾀﾝｸに入れる｡発酵は
それぞれのﾌﾞﾄﾞｳの中心で行われる｡ 
 
新井順子氏評: 独立前に彼女が 2019年に初めて醸造した思い出のﾜｲﾝ｡8月下旬
ﾑｰﾙﾍﾞｰﾄﾞﾙ 40%､ｸﾞﾙﾅｯｼｭ･ﾉﾜｰﾙ 60%､18日間そのままﾏｾﾗｼｵﾝをしてﾌﾟﾚｽ｡そし
てﾀﾝｸ発酵､通常なら一切 SO2不使用ですが発酵中 2mg/L添加｡ｱﾙｺｰﾙ度数 13
度､ﾑｰﾙｳﾞｪﾄﾞﾙのようなﾀﾝﾆﾝのしっかりした品種を､このように果実香華やか
な飲みやすいﾜｲﾝにするのは難しいのですが､これはﾌﾛｰﾗのﾜｲﾝの素晴らしさ
です｡ 
＊ﾗﾍﾞﾙ粘着度が弱くﾗﾍﾞﾙ端が剥がれ気味のﾎﾞﾄﾙがございます｡生産者が 1本ずつ手貼りで行っ
ていますので貼りﾑﾗなどが生じている場合もございます｡まだ始めたばかりのﾄﾞﾒｰﾇで試行錯誤
の連続です。存続の為にｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞも行っていました。ﾗﾍﾞﾙ等に不備が多々あるかと思
いますがﾜｲﾝの味わいは最高です｡温かい目で生産者さんの成長を見守って頂ければ幸いです｡ 

https://www.instagram.com/leclosdelasoif/

